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研究成果の概要（和文）：「新しい」フィリピン人たちが行う、移動定着というモデルでは捉え
られない、移動することそのものを生活基盤とする実践を検討する。この研究を通して、定住
を前提とする市民権の在り方、国民国家と個人の関係の在り方を再考する。具体的には、80年
代、女性芸能人の来日が急増し、現在まで続いているフィリピン人の移動が変化しながらも関
連性をもつ動向であることを解明する。 
 
研究成果の概要（英文）：This research is to identify transnational networks between Japan 

and the Philippines of new Filipino migrants. Especially it is focused that these 

Filipinos have already created transnational networks by forming family relationships 

across national borders with people both countries. This project clarifies how the new 

Filipinos, using not just their Japanese nationality or residency status but also various 

relationships, will spread their social relations between Japan and the Philippines. 
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１．研究開始当初の背景 
 90 年入管法改定以降、日本人と家族関係を
もつ外国人が「定住者」在留資格を取得でき
るようになった。日系のブラジル人などに続
き、フィリピンで育ち、日本人と再婚したフ
ィリピン人の連れ子たちが来日し始めた。ま

た、ごく僅かであるが、日本国籍を維持しな
がらフィリピンの母親のもとで育った後、来
日する二世たちが現れるようになった。これ
らの「新しい」フィリピン人たちは既存の日
本人を介在させた在日フィリピン人の社会
関係を媒介として、日比に跨る日本人、フィ
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リピン人双方と繋がるトランスナショナル
関係を発展させつつある。 
 フィリピンを拠点とする日本人が経営す
る一部の非営利／営利による人材派遣団体
はこの様な「新しい」フィリピン人たちへの
日本国籍の確認、再申請、さらに、これまで
認められてこなかったフィリピン人の母親
の在留資格獲得を補助するようになった。ま
た、これらの団体は日本での医療・介護施設
の雑用の職を斡旋している。そして、2009 年、
新国籍法が施行され、未婚である日本人の父
親とフィリピン人の母親から生まれた二世
たちに日本国籍が取得できるようになった。 
 日本人の連れ子、数万人と推定されている
在比の日本国籍を保持している二世、今後、
日本国籍を取得できる二世たち、さらに、そ
の様な二世のフィリピン人母親や近親者た
ちが在留資格を取得し、就業斡旋を行う団体
などを通じて、または、独自の経路により、
定住するようになる可能性が想定される。そ
して、日比二世たちは日本国籍だけではなく、
フィリピンの法律により、フィリピン市民権
を維持できる。この様な二世たちが日比を双
方向的に移動する営みを本格的に実践する
ようになれば、日比間のトランスナショナル
関係はこれまで以上に発展するだろう。 
 既に、報告者は、この様な二世の一部が、
既に、90 年代後半から 2000 年代に、国籍、
在留資格、フィリピン市民権を活用し、日比
双方に生活拠点を置く生活を実践し、トラン
スナショナル関係を発展させていることを
複数の事例研究から明らかにした。さらに、
博士論文、のちに加筆修正して刊行した 2011
『トランスナショナル・フィリピン人の民族
誌』において、従来の当該分野研究者が移動
パターンの主流モデルとして採用してきた
移動定着モデルではなく、80 年代から現在、
未来と続いていくフィリピン人たちによる
日比間の往来が、時間に沿って変化継続して
いく二国間の双方向的な移動を形成してい
ることを明らかにした。 
 本研究では、多様な経緯により日本とフィ
リピンの間を移動し続けているフィリピン
人たちが、日比に跨るトランスナショナル関
係を継続して拡大していく次の新しい過程、
特にフィリピン育ちに日比二世やフィリピ
ン人母親が日本に移動する過程を、日比での
調査により明らかにする。 
 
２．研究の目的 
 「新しい」フィリピン人たちが行う、移動
定着というモデルでは捉えられない、移動す
ることそのものを生活基盤とする実践を検
討する。この研究を通して、定住を前提とす
る市民権の在り方、国民国家と個人の関係の
在り方を再考する議論が開かれる可能性を
導きたい。次の事を解明する。 

 
①複数の事例調査を実施し、日比間のトラン
スナショナル関係が構築される最新動向を
解明する。 
 
②日本国籍、在留資格、比市民権が活用され、
日比に跨り社会関係を拡大する過程を分析
する。 
 
③80年代、女性芸能人の来日が急増し、現在
まで続いているフィリピン人の移動が変化
しながらも関連性をもつ動向であることを
解明する。 
 
３．研究の方法 
本研究では、日本とフィリピンにおいて、
「新しい」フィリピン人たちが日本人、フィ
リピン人双方の様々な関係（友人、家族、就
労先、こどもたちが通う公立学校、カトリッ
ク教会を拠点とするフィリピン人組織など）
を形成する過程を、フィリピンから移動し、
引き続き国境を越えて社会関係を拡大する
過程として注目した。方法論として、移動す
る個人の関係を拡大する過程を記述するた
めの「個人を中心とする民族誌」調査、さら
に、調査者がこの様な複数の関係に焦点をあ
わせフィールド調査を実施するマルチサイ
ティッド・エスノグラフィー（Multi-sited 
ethnography）の視点を導入した。本研究で
は、フィリピンにおいては次に様な調査を実
施した。 
 
①「新しい」フィリピン人を送り出す人材派
遣業者などへの運営内容に関する調査、フィ
リピン側の家族、関係者等への実施し、「新
しい」フィリピン人が日本に移動する経路、
その後の社会関係の様相を調査した。 
 
さらに、日本においては次のような調査を
実施した。 
②京都市を拠点とする 80 年代以降に来日定
住している結婚移民女性を中心に運営され
ているフィリピン人コミュニティにおいて
参与観察を実施し、既に定住が長いフィリピ
ン人たちと「新しい」フィリピン人たちの社
会関係形成の相違などについて注目した。 
 
③「新しい」フィリピン人が就労する職場に
隣接し、これらのこどもたちが通学する公立
学校での参与観察を実施した。 
 
 具体的な手法としては、「新しい」フィリ
ピン人個人を対象とする長期間にわたる移
動経験についての聞き取り調査、報告者が行
う対象者が様々な集団、組織、個人と社会関
係を構築する過程を把握するための参与観
察を採用した。 



 
４．研究成果 
 「３．研究の方法」にあげた①～③調査に
関する成果を報告する。 
 
①本調査開始以降、「新しい」フィリピン人、
特に、日本国籍を維持しているフィリピン育
ちの二世や、日本人の父親から認知され、法
的に家族関係があることが明らかな二世な
どとともに来日するフィリピン人の母親の
在住資格の取得補助や、来日後の就業斡旋な
どを行う業者が急増している状況を把握し
つつある。また、これらの経路により、来日
した人々の多くが、母子で来日し、医療、福
祉関連施設において就労している。また、個
人の関係によるインフォーマルな移住経路
はそれほど形成されていないことが明らか
になりつつある。 
 
②既婚女性の社会関係の拠点となるカトリ
ック教会にあるフィリピン人コミュニティ
への参与観察調査では、このコミュニティが
近年、市の国際交流委託事業を運営している
カトリック系法人の施設登録団体となり、活
動の拠点としていることや、契約芸能移住労
働者を経験していない新しい世代のフィリ
ピン人が活動を担いつつあることを把握し
ている。また、日本に長年定住しているフィ
リピン人たちが、日本人の支援者たちと協働
しながら、前述の経緯で来日した「新しい」
フィリピン人を対象とした支援企画などを
行っている。多様な移住経験を持つフィリピ
ン人たちが「フィリピン人」であるというこ
とを共通の意識として社会関係を形成する
機会を増やしつつあると解釈することもで
きるだろう。しかし一方、特に「新しい」フ
ィリピン人が増加して以降顕著になってき
ているのは、これまでに日本において定住し
てきたフィリピン人と「新しい」フィリピン
人の社会階層など置かれている状況が大き
く異なっていることである。来日以降の年数
がそれほど経過しておらず、経済的状況や、
社会関係を日本において拡大する機会がそ
れほど多くない「新しい」フィリピン人が増
加するにつれ、既に定住しているフィリピン
人たちがフィリピン人コミュニティを通じ
て、日本社会の支援団体などと協働し、支援
する側として、「新しい」フィリピン人と関
係を形成するということは、在日フィリピン
人の社会階層化を反映しているとも解釈で
きる。 
 
③「新しい」フィリピン人が就業し、居住す
る地域にある公立学校への調査では、日本人
と何らかの親族関係を持ち、就労可能な在住
資格や日本国籍を保有しているこれらの
人々及びそのこどもたちは、国際的な人材派

遣会社を通じて、本研究が拠点としている京
都市の一部の医療施設に介護補助労働に従
事している。親子は施設の付近に居住し、こ
どもたちを受け入れている公立小中学校で
は、こどもへの日本語支援、親への日本の教
育の理解への活動を行っている。しかし、経
済状況、長時間労働による人間関係の制約、
日本社会に適応する機会の不足、前述したフ
ィリピン人コミュニティに参加する機会の
制約などがあり、社会関係の棲み分けもある
のが現状である。 
さらに重要な点として、時間が経過するご
とにこの様な、様々な資源と機会が不足して
いる「新しい」フィリピン人が増加しつつあ
る。そのため、調査期間中、本研究では単な
る現状分析を行っただけではなく、安里和晃
京都大学准教授、日下渉名古屋大学准教授、
内田晴子京都文教大学非常勤講師、大阪大学
博士課程院生・原めぐみ氏などのフィリピン
地域・移住関連研究者と協力し、別途、フィ
リピン系児童生徒や家族が置かれている現
状理解のためのアクションリサーチも実施
した。 
 本研究の課題は、今後も続く大きな問題で
ある。今後の人の移動の活発化を考える場合、
現状の分析だけではなく、アクションリサー
チのあり方、文化人類学者が関与する立ち位
置など、実践と学術研究双方からのアプロー
チが必要であるかもしれない。 
 これらの成果は「５．主な発表論文等」に
あるように報告した。今後、しかるべき場に
おいて論文として報告する。 
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